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　今回，日本生理学会中国四国地方会奨励賞とい
う名誉ある賞を頂きまして大変光栄に存じます．
受賞演題は学位論文のテーマとして椛 前教授（現 
名誉教授・特任教授）の下で，行ってきたものに
なります．多くの哺乳動物は主嗅覚系と鋤鼻系と
いう二つの嗅覚系を持っています．この内，鋤鼻
系はフェロモンと呼ばれるニオイの情報処理を行
い，様々な社会行動の発現に関わっています．こ
の中には，相手のフェロモン情報の学習・記憶を
必要とするものもあり，鋤鼻系の最初の中継核で
ある副嗅球の僧帽細胞と顆粒細胞間のシナプス伝
達の可塑的変化がその神経基盤である事が知られ
ています．このシナプス伝達の可塑的変化に対す
るバゾプレッシンの効果を電気生理学的手法を用
いて解析したところ，オスマウスにおいてバゾプ
レッシンが僧帽細胞から顆粒細胞への興奮性シナ
プス伝達の可塑的変化を促進する事を明らかにし
ました．現在は山口 教授の下で，匂いの情動行動
を学習する神経回路機構を明らかにしようとして

います（詳しくは高知大学医学部生理学講座（統
合生理学）ホームページをご覧下さい）．
　私事ではありますが，昨年末にやっと大学院を
修了することができました．まだまだ研究者とし
ては未熟ではありますが，今回の受賞を励みにし，
これからも一層の努力を重ねていく所存です．最
後に，常日頃お世話になっています生理学講座の
皆様に深く感謝すると共に，今後ともご指導ご鞭
撻のほどよろしくお願い申し上げます．
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